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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、近年モントリオールを中心に著しい多民族化が伸展し、アイデンティティの確立の動きと平行し、
独自の共存の形態が模索されている多元社会ケベックの移民と文学についての研究である。 
 序章では、これまでのケベック社会の歩みを大まかに振り返る。ケベックは長く英系に支配された時代を経
て、仏系が勢いを取り戻しカナダで唯一フランス語のみを公用語とする地域として今日に至っている。とくに
注目すべきことは、すでに英系と仏系の二極が存在するなかに、アロフォンと呼ばれる英語も仏語も母語とし
ない移民たちが入り込み、他の地域とは異なる多文化状況が生じていることである。一九八○年代半ばに台頭
したトランスカルチュラリズムと移動文学の動向は、このような仏語化と同時に多元化も進みつつあるモント
リオールの独自性を背景に発祥した。 
 第一部「ガブリエル・ロワと異邦」では、仏語圏のみならず二十世紀カナダを代表する作家であるガブリエ
ル・ロワを取り上げる。ロワは、マニトバの少数派であるフランス系の町サン・ボニファスに生まれ、欧州各
地を旅した後に最終的にケベックに移住した。第一部では、80年代以降のケベック文学の動きに照らしてガブ
リエル・ロワの作品の読み直しを行い、現代の移民作家の問題に通じる「異邦」のテーマを浮き彫りにした。  
 第二部「都市・移民・文学―モントリオールとマイノリティ」では、移動文学の作家たちに数えられるイタ
リア系のマルコ・ミコーネ、ユダヤ系のナイム・カタン、ハイチ系のエミール・オリヴィエ、アジア系のイン・
チェンやアキ・シマザキなど、八十年代以降、仏語表現によって活発な創作活動を展開した移民作家の作品に
注目し、モントリオールにおける活力に満ちたマイノリティが切り拓く想像的世界を明らかにした。 
 第三部「多元社会ケベックと新しいコスモポリタニズムの模索」では、大きな反響を呼んだビスーンダット
のカナダ多文化主義批判をめぐる論争や、自己翻訳文学によって波紋を呼んだヒューストン論争、ケベックに
おいて移民作家と「国民文学」の関係を鋭く問いかけることになったラ・リュ論争など、言語、民族、領土、
アイデンティティなどの概念を抜本的に問い直し、多元化するケベック社会の様相を照らし出すいくつかの重
要な論争について考察している。第三部十三章「トランスカルチュラリズムと移動文学」では、これまでの考
察を踏まえ、ケベックにおいて発祥した新しい文化変容と共存の試みであるトランスカルチュラリズムと、ト
ランスカルチュラルな動向を如実に映し出しケベック文学において一つの潮流をなすにいたった移動文学につ
いて、その興隆と発展とを歴史的、社会的な観点から総合的に論じた。トランスカルチュラリズムは、モント
リオールという都市の独自性である言語的三極構造、あるいは文化の三角構造と呼ばれる状況を背景にマイノ
リティの側から発祥し、「強靭なる弱さ」を実践する「マイノリティ性」を思想的な核として発展していった。
ケベックにおいて移民作家は以前より存在していたが、とりわけ八十年代以降、仏語表現によって活発に創作
活動を行うようになった移民作家の文学は、「移民文学」ではなく「移動文学（エクリチュール・ミグラント）」
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と呼ばれて一つの潮流をなし、ポストモダニズムが爛熟したケベック社会の文化的雑種性の象徴として注目を
浴びることとなった。 
 結語では、ケベックにおける移民と文学に関する状況を、今日の世界的な視野のもとで考察した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、モントリオールを中心に著しい多民族化が伸展し、アイデンティティ確立の動きと平行し、独自の
共存形態が模索される多元社会ケベックの移民と文学について、トランスカルチュラリズムと「移動文学」の
動きに注目し論じたもので、言語文化研究と社会学研究をクロスさせた極めて斬新な学際的論考である。 
 序章では、英系と仏系に加えて、自らの母語を比較的長く保持するアロフォンと呼ばれる移民の大量流入の
結果、モントリオールで仏語化と多元化の同時進行現象が認められる点に着目し、以下、その視点より考察す
るとする。 
 第一部では、カナダの代表的作家ガブリエル・ロワを、八〇年代以降のケベック文学の動きに照らして、「異
邦」のテーマを掲げる移民作家の先駆けとして取り上げ、その先見性と普遍性を明らかにしてみせた着眼点の
良さは高く評価しうる。 
 第二部では、八〇年代以降、仏語表現によって活発な創作活動を展開した主要な移民作家たちの作品に注目
し、カナダでは少数派のフランス系が多数を占めるモントリオールで、彼ら以上にマイノリティである移民の
視点が重要な社会的・文化的意義を持つことを示唆し、現地インタヴューの成果をも交えて論じている点は大
いに説得的である。ただ、議論の基盤となるアイデンティティの定義にいま少しの厳密さが求められた。 
 第三部では、多元化するケベック社会の様相を照らし出す幾つかの重要な論争に鋭い考察を加え、トランス
カルチュラリズムと「移動文学」の興隆と発展とを、歴史的・社会的な観点から総合的に論じている。その結
果、仏語が統合のシンボル的求心力を持つ事と、ケベック社会が抑圧と内的流浪や、英仏の言語対立と民族共
存を生き抜いてきた事実とが、今日のグローバル化時代に拮抗と連帯を生む豊かな土壌となり、新たな共存の
可能性を提示しうるはずだとの独自の見解を導き出すことに成功した。 
 結語部では、グローバル化が進捗する今日、ケベックが「雑居の普遍性」とも呼びうるコスモポリタニズム
のゆえに新しい意味を獲得し、その重要性を増しつつあり、よって当地の文学が多くの示唆を世界に与えるで
あろうと結んでいる。このように、本論は広い視野に立つ労作であり、先行研究の蓄積の少ない当該領域で果
たしたパイオニア的意味は大きいと言えよう。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
